
里山間伐
　　　　薪作りイベント

２０２０

やまなしクールチョイスサポーター支援事業

１・２３報告会

　　　　ますほ里山暮らしを学ぶ会・富士川町



山梨県の森林　７８％　　富士川町の森林　８４％

民有林（４７．２％）⇒人工林の間伐（６５％）



森林の確認作業　

不安・・・。



森林の確認作業　



第一回　里山間伐・薪作りイベント

10月25日（日）10時～12時

スケジュール
9時40分　集合受付
　　　      実地場所へ移動
10時　　  自己紹介、講師紹介　①
　　　　   間伐の話 　①               　　　
  　　        道具と安全について　②
                 間伐体験　③
　　　      玉切り体験　④
                 薪作り体験　⑤
　　　      やりたいことをする時間　
12時　　　終わりの会

講師　   　　自然体験工房　代表村山　敬洋氏

参加者　　　4名

　自己紹介・講師紹介

　道具と安全について

イベント告知・保険加入



10月25日イベントの様子

間伐の話

　



10月25日イベントの様子

玉切り体験

薪作り体験



第2回　里山間伐・薪作りイベント
　　11月29日（日）10時～12時

スケジュール
9時40分　集合受付
　　　      実地場所へ移動
10時　　  自己紹介、講師紹介　
　　　　   間伐の話 　              　　　
  　　        道具と安全について　
                 間伐体験　
　　　      玉切り体験　
                 薪作り体験　
　　　      やりたいことをする時間　
12時  　　終わりの会

講師　 　自然体験工房　代表村山　敬洋氏

参加者　　　３名



安全にイベントが終わりました！
ありがとうございました！！

11月29日イベントの様子



里山間伐・薪わりイベントを終えて

　これまで会では、近隣の山林（里山）を地権者の方にお借りして、小さいながらも
森の手入れを進めてきたことで、新たなエリアを作業してほしいと声をかけてもらえ
るようになってきました。
　この度の事業は、感染症拡大の懸念により開催できるか心配ではありましたが、感
染症対策を意識して準備運営を行い、実施することができました。
　実地場所の樹齢40年ほどのヒノキの森は手入れがされず、密植された状態です。
森が自然倒壊しないための間伐の必要性を参加者に知っていただくために、間伐
材を薪というエネルギー資源として利用する「賢い選択」の理解に努めました。
　また、間伐を行うことで炭素を固定できる健全な森になり、微力ではありますが、
参加者の方には温暖化防止の活動に関わるイベントだとということが伝わったと思い
ます。

　この森が、いつの日か針葉樹と広葉樹の混生林の里山へと変わっていくことを願っ
て活動していきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ますほ里山暮らしを学ぶ会　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　山際真理　　　



10年前に間伐を始めた里山

間伐後、少しずつ光が入りコケ
や草が生えてきました。

おまけ。。
ヒノキの葉や枝を里山の贈り物
として、生花店や食卓に花材や
雑貨として届けて、森林利用の
普及に繋げていきます。

最後に、、、。


